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母関数 (generating function)による関数定義

x, yの関数 f(x, y)を yについて展開すると、一般に

f(x, y) =
∑

gn(x)yn (1)

のように書くことができる。そして (1)式のように、yn の係数として gn(x)という関数が定義される。このようなとき、
f(x, y)を関数列 {gn(x)}の母関数という。

ラゲール多項式

母関数展開
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によって定義される Ln(z)を Laguerre多項式と呼ぶ。いくつか漸化式を証明しよう。
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これらが Laguerre多項式が満たす漸化式である。さらにこれら漸化式を用いて Laguerre多項式 Ln(z)が満たす微分方程式
を導出しよう。
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これを Laguerreの微分方程式という。
Laguerre多項式の具体的な形を導こう。
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Laguerre多項式の表現方法はこれだけではない。微分系として

Ln(z) = ez dn

dzn
(zne−z) (8)

という形がある。これが (7)と一緒になることを示そう。
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具体的な Laguerre多項式の形は以下のよう。

L0 = 1, L1 = −z + 1, L2 = z2 − 4z + 2, L3 = −z3 + 9z2 − 18z + 6, L4 = z4 − 16z3 + 72z2 − 96z + 24 (9)
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fig 1: 参考までに、Laguerre polynomial。ただし、見やすくするために n!で割ったものを図示した。
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